図１．配線図
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図２．配線用遮断器及び漏電遮断器の端子台の説明図









＜施工条件＞
１．配線及び器具の配置は、図1に従って行うこと
２．配線用遮断器及び漏電遮断器代用の端子台は、図２に従って使用すること
３．三相電源のS相は接地されているものとし、電源表示灯は、S相とT相間に接続すること
４．電線の色別は次によること
　　・１００V回路の電源からの接地線側電線はすべて白色を使用する
　　・１００V回路の電源から点滅器及びコンセントまでの非接地線はすべて黒色を使用する
　　・２００V回路の電源からの配線は、R相に赤色、S相に白色、T相に黒色を使用する
５．次の器具には、白色の電線を結線する
　　・ランプレセプタクルの受金ねじ部の端子
　　・引掛けシーリングの接地側端子（N又は接地側と表示）
　　・コンセントの接地側端子（Wと表示）
　　・配線用遮断器記号のN端子
６．ジョイントボックス内の電線接続は次の方法によること
　　A部分の接続はリングスリーブによる接続
　　B部分の接続は差込コネクタによる接続
７．ランプレセプタクル及び引掛けシーリングは台座の引き込み口を欠かずにケーブル下部から挿入使用
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